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鶴原製薬株式会社  

ツルセピン錠 10mg
使用上の注意変更のお知らせ ツルセピン錠 20mg

 
拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるツルセピン錠 10mg・ツルセピン錠 20mg の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しま

したのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
記 

 
◆「相互作用」の項を下記のとおり改訂致します。（   部 変更箇所） 

改 訂 後 現  行 
（３）相互作用 

本剤は、主として CYP3A4 で代謝される。 
併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

他の血圧降下

剤 

血圧降下作用が増強される

ことがある。 

両剤の薬理学的な相加

作用等による。 

β―遮断剤 

プロプラノロ

ール等 

うっ血性心不全患者では、過

度の血圧低下、心機能の低下

があらわれることがある。必

要に応じどちらかを減量又

は投与を中止する。 

両剤の薬理学的な相加

作用による。 

（１）血圧降下作用の増強

（２）陰性変力作用の増強

ジゴキシン ジゴキシンの作用を増強し、

中毒症状（嘔気、嘔吐、めま

い、徐脈、不整脈等）があら

われることがある。必要に応

じジゴキシンを減量する。 

本剤が、主に腎でのク

リアランスを減少さ

せ、ジゴキシンの血中

濃度が上昇する。 

ダントロレン

ナトリウム水

和物 

他のカルシウム拮抗剤（ベラ

パミル等）の動物実験で心室

細動、循環虚脱がみられたと

の報告がある。 

高カリウム血症を来す

と考えられる。 

タンドスピロ

ンクエン酸塩 

動物実験で血圧降下作用が

増強されたとの報告がある。 

タンドスピロンクエン

酸塩は中枢性の血圧降

下作用を有し、相加的

な降圧作用を示す。 

ニトログリセ

リン 
動物実験で房室ブロックを起

こしたとの報告がある。 
機序不明 

免疫抑制剤 

シクロスポ

リン、タク

ロリムス水

和物等 

免疫抑制剤の作用を増強し、

中毒症状（特に腎機能異常）

があらわれることがある。ま

た、本剤の作用を増強し、血

圧低下、頻脈等があらわれる

ことがある。必要に応じ免疫

抑制剤及び本剤を減量する。 

本剤あるいは免疫抑制

剤により CYP3A4 が

阻害され、免疫抑制剤

あるいは本剤の血中濃

度が上昇する。 

フェニトイン （１）フェニトインの作用を増

強し、中毒症状（神経的）があ

らわれることがある。必要に応

じフェニトインを減量する。 

（２）本剤の作用が減弱され

ることがある。必要に応じ本

剤を増量する。 

（１）本剤の蛋白結合率

が高いため、血漿蛋白結

合競合により、遊離型フ

ェニトインが上昇する。

（２）CYP3A4 が誘導

され、本剤の代謝が促

進される。 

リファンピシ

ン 

本剤の作用が減弱されること

がある。必要に応じ本剤を増

量する。 

CYP3A4 が誘導され、

本剤の代謝が促進され

る。 

シメチジン 本剤の作用が増強され、血圧

低下、頻脈等があらわれるこ

とがある。必要に応じ本剤を

減量する。 

これらの薬剤により

CYP3A4 が阻害され、

本剤の血中濃度が上昇

する。 

HIV プロテア

ーゼ阻害剤 
サキナビル、
リトナビル等 

本剤の血中濃度が上昇し、本
剤の作用が増強されるおそ
れがある。 

グレープフル

ーツジュース 
本剤の作用が増強されるお

それがある。 
グレープフルーツジュー

スによりCYP3A4 が阻

害され、本剤の血中濃

度が上昇する。 
 

（３）相互作用 
 
併用注意 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

HIV プロテア
ーゼ阻害剤 

サキナビル、
リトナビル等

本剤の AUC が上昇すること
が予想される。 

肝の薬物代謝酵素 P450
に対する競合的阻害作
用による。 

免疫抑制剤 
シクロスポリ
ン、タクロリ
ムス水和物等

免疫抑制剤の作用を増強し、中
毒症状（特に腎機能異常）があ
らわれることがある。また、本
剤の作用が増強され、血圧低
下、頻脈等があらわれることが
ある。必要に応じ免疫抑制剤及
び本剤を減量する。 

肝の薬物代謝酵素 P450
を競合的に抑制し、免疫
抑制剤あるいは本剤の
血中濃度が上昇する。

他の血圧降下剤 血圧降下作用が増強されるこ
とがある。 

両剤の薬理学的な相加
作用等による。 

β―遮断剤 
プロプラノロ
ール等 

うっ血性心不全患者では、過
度の血圧低下、心機能の低下
があらわれることがある。必
要に応じどちらかを減量又は
投与中止する。 

両剤の薬理学的な相加
作用による。 
（１）血圧降下作用の増
強 

（２）陰性変力作用の増
強 

シメチジン 本剤の作用が増強され、血圧
低下、頻脈等があらわれるこ
とがある。必要に応じ本剤を
減量する。 

シメチジンが肝の薬物
代謝酵素 P450 を抑制
し、本剤の血中濃度が上
昇する。 

ジゴキシン ジゴキシンの作用を増強し、
中毒症状（嘔気、嘔吐、めま
い、徐脈、不整脈等）があら
われることがある。必要に応
じジゴキシンを減量する。 

本剤が、主に腎でのクリ
アランスを減少させ、ジ
ゴキシンの血中濃度が
上昇する。 

フェニトイン （１）フェニトインの作用を増
強し、中毒症状（神経的）が
あらわれることがある。必要
に応じフェニトインを減量
する。 

（２）本剤の作用が減弱される
ことがある。必要に応じ本剤
を増量する。 

（１）本剤の蛋白結合率
が高いため、血漿蛋白結
合競合により、遊離型フ
ェニトインが上昇する。

（２）フェニトインが肝
の薬物代謝酵素 P450
を誘導し、本剤の代謝が
促進される。 

リファンピシン 本剤の作用が減弱されること
がある。必要に応じ本剤を増
量する。 

リファンピシンが肝の薬物
代謝酵素 P450 を誘導
し、本剤の代謝が促進さ
れる。 

ダントロレンナ
トリウム 

他のカルシウム拮抗剤（ベラパ
ミル等）の動物実験で心室細
動、循環虚脱がみられたとの報
告がある。 

高カリウム血症を来す
と考えられる。 

クエン酸タンド
スピロン 

動物実験で血圧降下作用が増
強されたとの報告がある。 

クエン酸タンドスピロ
ンは中枢性の血圧降下
作用を有し、相加的な降
圧作用を示す。 

ニトログリセリ
ン 

動物実験で房室ブロックを起
こしたとの報告がある。 

機序不明

グレープフルー
ツジュース 

本剤の作用が増強されるおそ
れがある。 

グレープフルーツジュー
スが薬物代謝酵素 P450
を抑制し、本剤の血中濃度
が上昇する。 

 

以上 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 


